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《
会
員
著
書
紹
介
》

中
尾
友
香
梨
・
井
上
敏
幸　

著

『
文
人
大
名　

鍋
島
直
條
の
詩
箋
巻
』

本
書
は
、
肥
前
鹿
島
藩
第
四
代
藩
主
鍋
島
直
條
由
来
の
詩
箋
巻
を
翻

刻
・
注
釈
し
た
も
の
で
あ
る
。
直
條
は
、
近
世
初
期
の
西
国
随
一
の
文

人
大
名
と
称
す
べ
き
人
物
で
あ
り
、
そ
の
生
涯
の
う
ち
に
四
千
首
近
く

の
漢
詩
と
和
歌
を
残
し
た
と
さ
れ
る
。
本
『
詩
箋
巻
』
は
、
直
條
が
数

多
く
残
し
た
詩
文
の
一
部
を
収
載
し
た
も
の
で
あ
り
、
本
書
の
執
筆
者

の
一
人
で
あ
る
井
上
敏
幸
氏
の
所
蔵
で
あ
る
。
そ
の
内
容
は
、
直
條
と

そ
の
友
人
た
ち
に
よ
る
漢
詩
、
和
文
、
漢
和
聯
句
な
ど
を
一
巻
の
巻
子

に
仕
立
て
た
も
の
で
、
直
條
を
含
め
て
計
十
名
に
よ
る
三
十
一
点
の
作

品
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。
今
そ
の
所
載
漢
詩
の
作
者
を
挙
げ
る
と
以
下

の
通
り
で
あ
る
。
林
鳳
岡
（
漢
詩
四
首
）・
何
心
声
（
漢
詩
五
首
）・
人

見
竹
洞
（
漢
詩
三
首
）・
逸
民
（
漢
詩
一
首
）・
格
峰
実
外
（
漢
詩
四

首
）・
假
我
堂
人
（
漢
詩
一
首
）・
和
堅
（
漢
詩
三
首
）・
鍋
島
直
條
（
漢

詩
三
首
）・
梅
嶺
道
雪
（
詩
偈
二
首
）・
桂
巖
明
幢
（
詩
偈
一
首
）・
十
名

の
漢
詩
二
十
六
首
と
、
竹
洞
の
和
文
二
篇
お
よ
び
鳳
岡
と
直
條
の
漢
和

聯
句
（
発
句
・
脇
・
第
三
の
付
合
三
句
）。

本
書
の
執
筆
に
あ
た
っ
て
は
、
井
上
氏
が
「
解
題
と
書
誌
」、
和
文
の

翻
刻
と
語
釈
と
担
当
し
、
中
尾
氏
が
「
ま
え
が
き
」
と
漢
詩
の
翻
刻
、

書
き
下
し
、
語
釈
と
担
当
さ
れ
て
い
る
。「
ま
え
が
き
」
に
お
い
て
中
尾

氏
は
、
本
『
詩
箋
巻
』
の
直
條
以
外
の
作
り
手
を
、
一
、
江
戸
の
林
家

一
門
（
林
鳳
岡
、
人
見
竹
洞
、
和
堅
、
逸
民
）、
二
、
地
元
鹿
島
の
黄
檗

僧
た
ち
（
梅
嶺
道
雪
、
桂
巖
明
幢
、
格
峰
実
外
、
假
我
堂
人
）、
三
、
長

崎
の
元
唐
通
事
（
何
心
声
）
の
三
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
け
、
特
に
長
崎

の
元
唐
通
事
の
何
心
声
の
作
品
が
多
く
収
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
特
に

注
目
に
値
す
る
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
収
録
作
品
の
大
半
が
詩

箋
に
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
も
注
目
さ
れ
、
本
『
詩
箋
巻
』
に
使
用
さ
れ

て
い
る
詩
箋
の
一
部
が
、
明
末
清
初
の
中
国
に
存
在
し
た
書
肆
由
来
の

も
の
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
、
本
『
詩
箋
巻
』
は
そ
の
内
容
だ
け
で
な

く
、
芸
術
の
面
に
お
い
て
も
極
め
て
高
い
価
値
を
持
つ
と
述
べ
ら
れ
る
。

ま
た
、
本
書
巻
末
の
「
解
題
と
書
誌
」
に
お
い
て
井
上
氏
は
、
本
『
詩

箋
巻
』
作
製
時
に
お
け
る
直
條
の
編
集
意
図
を
考
察
さ
れ
て
い
る
。
ま

ず
、
本
巻
に
ま
と
め
ら
れ
た
詩
文
が
、
直
條
十
五
歳
か
ら
二
十
五
歳
ま

で
の
十
一
年
間
に
作
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
と
推
定
さ
れ
、
直
條
自
ら
の

手
に
な
る
自
身
の
履
歴
書
『
感
往
録
』
の
該
当
期
間
の
記
事
を
検
討
さ

れ
て
い
る
。
そ
こ
か
ら
見
え
て
く
る
の
は
、
当
時
二
十
歳
前
後
の
青
年

が
、
本
巻
に
そ
の
詩
文
が
収
め
ら
れ
る
鳳
岡
や
竹
洞
、
梅
嶺
等
の
ほ
か

に
中
院
通
茂
や
日
野
弘
資
と
い
っ
た
当
代
一
級
の
文
化
人
達
と
交
遊
し

て
い
る
と
い
う
事
実
で
あ
る
。
氏
は
、
本
『
詩
箋
巻
』
が
、
文
人
へ
の

強
い
志
向
を
抱
い
た
当
時
の
直
條
が
師
友
と
の
出
会
い
を
記
念
す
る
た

め
に
編
ん
だ
も
の
で
あ
っ
た
と
述
べ
ら
れ
る
。
し
か
し
、
右
に
挙
げ
た

よ
う
な
通
茂
や
弘
資
と
い
っ
た
超
有
名
人
の
詩
文
が
収
載
さ
れ
て
い
な

い
こ
と
に
関
し
て
は
、
当
時
の
直
條
の
文
事
を
、
手
に
と
っ
て
指
導
し
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た
人
々
か
ら
贈
ら
れ
た
記
念
す
べ
き
作
品
を
編
集
し
た
こ
と
に
よ
る
、

と
し
て
本
『
詩
箋
巻
』
の
性
格
を
指
摘
さ
れ
る
。

本
書
に
よ
っ
て
、
西
国
の
一
大
名
で
あ
る
直
條
と
当
代
の
林
家
一
門

お
よ
び
地
元
鹿
島
の
黄
檗
僧
等
と
の
詩
文
を
介
し
た
交
遊
の
一
部
を
見

て
と
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
こ
と
は
、
単
な
る
直
條
自
身
の
文
人
趣

味
の
問
題
に
と
ど
ま
ら
ず
、
当
時
の
鹿
島
藩
と
林
家
の
関
係
、
ま
た
当

代
文
化
の
中
心
地
で
薫
陶
を
受
け
た
直
條
と
、
鹿
島
ひ
い
て
は
佐
賀
の

学
問
や
文
芸
と
の
関
係
を
考
え
る
上
で
重
要
な
視
点
を
与
え
る
も
の
で

あ
る
と
思
わ
れ
る
。

（
平
成
二
十
六
年
三
月　

佐
賀
大
学
地
域
学
歴
史
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー　

二
六
㎝　

六
〇
頁
）

大
庭
卓
也
・
生
住
昌
大　

編

『
久
留
米
大
学
御
井
図
書
館
貴
重
資
料
企
画
展	

　

西
南
戦
争
―
報
道
と
、
そ
の
広
が
り
』

本
書
は
、
平
成
二
十
六
年
四
月
十
五
日
（
火
）
か
ら
八
月
十
五
日

（
金
）
に
久
留
米
大
学
御
井
図
書
館
で
開
催
さ
れ
た
企
画
展「
西
南
戦
争

―
報
道
と
、
そ
の
広
が
り
」
に
際
し
て
作
成
さ
れ
た
図
録
で
あ
る
。

こ
れ
ま
で
近
代
文
学
で
注
目
さ
れ
て
来
な
か
っ
た
西
南
戦
争
物
の
錦
絵

で
あ
る
が
、
当
時
東
京
や
大
阪
で
盛
ん
に
売
り
出
さ
れ
、
そ
の
数
は
六

〇
〇
種
以
上
に
の
ぼ
っ
た
と
言
わ
れ
る
。
こ
の
夥
し
い
数
の
作
品
の
影

響
関
係
や
内
容
推
移
の
検
討
は
十
分
に
行
わ
れ
て
お
ら
ず
、
こ
れ
ら
の

作
品
の
一
端
を
紹
介
し
た
の
が
本
書
で
あ
る
。
目
次
は
以
下
の
通
り
。

　
　

ご
あ
い
さ
つ

　
　

本
企
画
展
の
ね
ら
い

　
　

西
南
戦
争
の
報
道
と
出
版
界

　

図
版

　
　

戦
争
の
始
ま
り

　
　

混
乱
過
熱
す
る
報
道

　
　

大
阪
に
お
け
る
報
道

　
　

さ
ま
ざ
ま
な
報
道

　
　

戦
争
の
終
結

　
　

暮
ら
し
へ
の
浸
透

　
　

参
考
図
版

　

参
考
資
料

　
　

作
品
解
説

　
　

西
南
戦
争
関
連
年
表

　
　

参
考
文
献

　
　

作
品
目
録

「
西
南
戦
争
錦
絵
」
は
新
聞
記
事
を
視
覚
化
す
る
、
補
完
的
な
役
割
を

果
た
し
た
メ
デ
ィ
ア
で
も
あ
り
、
時
に
虚
構
を
交
え
な
が
ら
西
南
戦
争

を
視
覚
的
に
体
験
す
る
資
料
と
し
て
、
出
版
界
を
賑
わ
せ
た
と
い
う
。
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「
文
学
の
暗
黒
時
代
」
と
言
わ
れ
た
明
治
一
〇
年
代
の
出
版
の
動
向
を

明
ら
か
に
す
る
上
で
も
、
こ
の
時
期
の
西
南
戦
争
の
報
道
と
出
版
は
見

逃
せ
な
い
。
本
企
画
展
の
ね
ら
い
で
大
庭
氏
が
述
べ
る
よ
う
に
、「
西
南

戦
争
の
報
道
が
も
つ
文
化
史
的
な
波
紋
を
改
め
て
考
え
、
江
戸
か
ら
明

治
に
か
け
て
の
文
学
史
の
ひ
と
コ
マ
を
明
ら
か
に
す
る
」
た
め
に
も
欠

か
せ
な
い
一
冊
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。

（
平
成
二
十
六
年
三
月　

久
留
米
大
学
文
学
部　

Ａ
４
版　

八
一
頁
）

井
上
洋
子　

著

『
柳
原
白
蓮
（
西
日
本
人
物
誌
〔
20
〕）』

本
書
は
大
正
期
の
女
流
歌
人
、
柳
原
白
蓮
（
本
名
燁
子
）
の
生
涯
を

追
っ
た
も
の
で
あ
る
。
彼
女
は
佐
々
木
信
綱
が
主
宰
し
て
い
た
竹
柏
会

に
て
活
動
し
、
機
関
紙
「
心
の
花
」
上
に
短
歌
を
発
表
し
て
い
る
。
ま

た
「
赤
毛
の
ア
ン
」
の
翻
訳
で
知
ら
れ
る
村
岡
花
子
と
は
親
友
で
も

あ
っ
た
。
構
成
は
以
下
の
通
り
。

	

は
じ
め
に

	

第
一
章　

生
い
立
ち

	

第
二
章　

最
初
の
結
婚
と
破
婚

	

第
三
章　

炭
鉱
王
伝
右
衛
門

	

第
四
章　

白
蓮
誕
生

	

第
五
章　

筑
紫
の
女
王

	

第
六
章　

燁
子
と
龍
介

	

第
七
章　

生
き
る

	

エ
ピ
ロ
ー
グ　

燁
子
と
白
蓮

	

柳
原
白
蓮
関
連
資
料

	

柳
原
白
蓮
関
係
年
譜

	

柳
原
白
蓮
参
考
資
料

	

あ
と
が
き

第
一
章
で
は
燁
子
の
生
い
立
ち
と
同
時
に
、
華
族
で
あ
っ
た
柳
原
家

の
置
か
れ
た
状
況
、
特
に
女
子
が
家
の
た
め
の
結
婚
を
強
い
ら
れ
て
き

た
事
実
が
述
べ
ら
れ
る
。
燁
子
も
例
外
で
は
な
く
、
は
じ
め
遠
縁
の
北

小
路
家
に
嫁
入
り
す
る
も
、
夫
と
の
不
和
が
原
因
で
離
婚
。
二
度
目
に

嫁
い
だ
相
手
は
、
筑
豊
の
炭
鉱
王
伊
藤
伝
右
衛
門
で
あ
る
。
身
分
と
教

養
の
差
が
生
ん
だ
二
人
の
間
の
溝
は
埋
め
よ
う
も
な
く
、
冷
え
切
っ
た

夫
婦
生
活
の
果
て
に
、
白
蓮
は
宮
崎
龍
介
の
も
と
へ
出
奔
。
新
聞
紙
上

に
は
、
白
蓮
か
ら
伝
右
衛
門
へ
向
け
た
公
開
絶
縁
状
が
叩
き
つ
け
ら

れ
、「
白
蓮
事
件
」
に
世
の
中
は
騒
然
と
す
る
。
菊
池
寛
の
『
真
珠
夫

人
』
を
は
じ
め
と
し
て
、
当
時
か
ら
様
々
な
メ
デ
ィ
ア
が
こ
の
事
件
を

モ
チ
ー
フ
と
し
て
扱
っ
て
き
た
。「
し
か
し
、
ス
キ
ャ
ン
ダ
ル
と
し
て
事

件
が
消
費
さ
れ
、
物
語
化
を
繰
り
返
す
過
程
で
見
失
わ
れ
た
こ
と
も
多

い
。」
と
筆
者
は
述
べ
ら
れ
、
数
多
の
資
料
を
参
照
し
な
が
ら
白
蓮
と
そ
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の
周
囲
の
人
間
を
追
う
。
た
と
え
ば
伝
右
衛
門
は
、
白
蓮
を
追
い
詰
め

た
心
な
い
成
金
の
夫
と
し
て
し
か
語
ら
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
だ
が
、
本

書
は
伝
右
衛
門
が
炭
鉱
事
業
に
お
い
て
発
揮
し
た
先
見
性
や
、
教
育
事

業
へ
の
貢
献
に
つ
い
て
評
価
す
る
。
物
事
に
こ
だ
わ
ら
な
い
潔
さ
と
熱

い
人
情
を
持
つ
彼
の
姿
に
、
意
外
な
感
を
持
つ
読
者
も
お
ら
れ
る
こ
と

だ
ろ
う
。

加
え
て
、
第
一
歌
集
『
踏
絵
』
を
め
ぐ
る
同
時
代
評
に
ふ
れ
て
い
る

他
、「
白
蓮
」
と
い
う
雅
号
の
持
つ
意
味
を
作
品
集
「
幻
の
華
」
と
の
関

係
か
ら
見
出
し
て
お
り
、
歌
人
白
蓮
の
自
意
識
を
考
え
る
上
で
非
常
に

興
味
深
い
。
柳
原
家
の
家
系
図
、
新
聞
紙
上
に
発
表
さ
れ
た
白
蓮
と
伝

右
衛
門
の
応
酬
、
関
連
年
譜
な
ど
、
附
録
の
資
料
も
大
変
充
実
し
て
お

り
、
今
後
の
白
蓮
研
究
へ
の
寄
与
は
疑
い
な
い
だ
ろ
う
。

（
平
成
二
十
三
年
十
月　

西
日
本
新
聞
社　

Ｂ
５
版　

二
六
一
頁　

一
、五
〇
〇
円
＋
税
）


